
解　説～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

論文執筆の心得 

～ 日本包装学会誌の論文の書き方のいろは ～ 

永 井  一 清 * 

How to Write a Journal Article 
for the Journal of Packaging Science & Technology, Japan 

Kazukiyo NAGAI* 

子供のころ、初めて行うことの要領がわからず、もたついた経験をお持ちではないでしょうか。し

かし回数を重ねてコツをつかんでくると、簡単にできるようになったことでしょう。大人になっても

日々同じような経験をしていると思います。論文執筆も同じです。まだ論文を書かれたことが無い方

には未知の領域に感じることでしょう。しかし慣れてくるとテキパキとできるようになります。本解

説では、「心得」という少しかしこまったことや「いろは」というかみ砕いたことなどを説明するとと

もに、論文の書き方をシンプルにパターン化してみました。さあ論文デビューしましょう。

キーワード : 原著論文、論文投稿、文字数制限、投稿規定、執筆要項、Guide for Authors

1. はじめに

「日本包装学会誌の特集号で、論文執

筆の心得を執筆してください。」というメ

ールが届きました。社会人になりたての

方や学生で論文執筆の経験が無い人に論

文投稿を促し、日本包装学会「若手の会」

を活性化させたいという趣旨でした。

本解説では、論文執筆の心得や論文の

書き方のいろはについて、日本包装学会

誌への論文投稿を念頭にやさしくかみ砕

いて説明していきます。そこで、本来解説

で用いる「である調」は堅苦しいため避け

てみました。また初心者向けの導入編と

して、これだけおさえておけば何とかな

るだろうというポイントだけ選びだして、

シンプルにパターン化してみました。

ただし、研究を進めて実験データがそ

れなりに整った状況を念頭においており
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ますため、研究自体の進め方は含めてお

りません。この点をご承知おきください。 

2. 実はみんな書き方を知っていますよ…

論文の構成には、①緒言、②実験、③結

果と考察、④結論、⑤参考文献という基本

形があります。ここに必要に応じて要旨、

キーワード、謝辞などが加わります。卒業

論文や修士論文も同じです。学部生の実

験科目のレポートも同じ構成であったと

思います。実は皆さん論文の書き方を知

っているのです。 

「論文は読んで勉強するためのもので

あり、自分が論文を書くなんて…」と躊躇

していませんか。まず「自分も論文を書い

てみようかな～～～」という程度の軽い

感じでよいので、前向きな気持ちを持つ

とよいでしょう。思っているよりハード

ルは高くないですよ。

3. 何から手を付けてよいのかがわからない

のですが… 

いざチャレンジしようとしても、論文

に限らず初めてのことでは何から手を付

けてよいのかがわからないのではないで

しょうか。そんなときには「投稿規定」や

「執筆要項」を眺めてみましょう。英文誌

では「Guide for Authors」と言われてい

ます。各雑誌のホームページで誰もが自

由に閲覧できます。

しかし見た瞬間、「めんどくさい」、「指

定が細かすぎる」、「指示が多すぎ」などネ

ガティブな印象を持たれることでしょう。

論文の様式が事細かに書かれているから

です。これで心が折れる人はいないと思

いますが、忙しいから先送りしようと考

え、そのままずるずると時が流れていき、

結局論文を書くこと自体を止めてしまう

こともあるかもしれません。 

そこで、まずは思い切って、全文を熟読

しないようにしましょう。「えっ？」と思

われたかもしれませんが、この時点では

割り切って、「ページ数」や「文字数」だ

け探してみてください。それ以外はスル

ーしましょう。 

例えば日本包装学会誌の「投稿規定」で

は、「３ 原稿の種類」にその情報があり

ます。日本包装学会誌では、論文を一般論

文、技術報告、ノートと命名し、3つに分

類しています。学術学会誌で論文と言う

と、「原著論文（未発表のオリジナル論文）」

を指すのが一般的です。三者の中では一

般論文がそれにあたりますので、ここか

らは一般論文を例に説明していきます。 

一般論文の刷り上がりページ数は12ペ

ージ以内です。そして和文要旨は400字以

内、英文要旨は200語以内、キーワードは

10語以内と指定されています。刷り上が

り1ページは20字 × 35行 × 2段組 = 

1,400字と決められていますので、刷り上
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がりページの文字数は16,800字以内とい

うことになります。ここには図や表を挿

入するスペースや参考文献を掲載するス

ペースも含まれます。 

日本包装学会誌にはありませんが、雑

誌によっては、1つの図や表に何文字何行

充てるとして文字数換算の目安を示して

いるものもあります。また文字数だけで

なく、図と表の数は合わせて10を越えて

はいけないなどの具体的な数の指定を明

記している雑誌もあります。 

表１  日本包装学会誌一般論文での 

ページ割の目安  

項目 
割り当てるページ数

の目安 

タイトル

著者情報 

和文要旨 

英文要旨 

和文キーワード 

英文キーワード 

合わせて 1 ページ 

緒言 3/4 ページ 

実験 1 ページ 

結果と考察 8 ページ 

結論 1/4 ページ 

参考文献 1 ページ 

合計 12 ページ 

手元にある日本包装学会誌のバックナ

ンバーを何冊か開いてみてください。ど

の論文でもよいのでページ数の割り当て

方を数えてみましょう。ざっくり見てみ

ると、表１のようになります。 

だいたい、タイトル・著者情報・和文要

旨・英文要旨・キーワードで1ページ、緒

言で3/4ページ、結論で1/4ページ、実験項

で1ページ、参考文献で1ページですので、

これらで4ページを使っているというこ

とがわかります。一般論文は12ページ以

内ですので、残り8ページが結果と考察に

割り当てられると見て取れます。 

さて、もうお分かりだと思います。どの

雑誌にも文字数の括りがあるため、その

枠組みの中で論文の構成を考える必要が

あるということです。つまり雑誌ごとに

共通ルールが決められていますので、何

から手を付けてよいのかがわからない場

合は、ひとまずとかとりあえずでよいの

で、雑誌の制約を把握しては如何でしょ

うか。すなわち「ページ数」や「文字数」

を探し、実際に掲載されている論文から

ページ数の割り当て方をざっくりと見積

もってみるというものです。他の雑誌の

場合も、この表１を利用してページ数の

割り振りをするとよいと思います。 
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4. 図や表をどうやって選べばよいのかがわ

からないのですが… 

次のステップとして、掲載できる図や

表の総数を見積もってみましょう。これ

らはだいたい結果と考察で用いられます。

仮にですが、1 つの図や表への割り当てス

ペースを 1/4 ページにしたとします。雑

誌を開いたときの左側か右側のページ全

体に大きく田んぼの田の字を書いて 4 分

割したとします。田の字の左上か左下に

でも図や表を 1 つ入れて、それ以外の 3 つ

を文章としてみましょう。前のページが

そのイメージです。8 ページに掲載できる

図や表の合計が 8 つであると見積もれま

す。つまり、論文に掲載できる合計 8 つの

図表をつなぎ合わせたストーリーを考え

ていけばよいということがわかったとい

うことです。 

論文は文章で論じていくものです。こ

の文章を理解し易くするために図表を用

います。一般的に結果と考察での文章と

図表のスペースの割合は 9：1 ～ 6：4 く

らいになっています。上記で図や表への

割り当てスペースを 1/4 ページにしてみ

た理由でもあります。 

さて、用いる数が決まりましたので、図

や表の選び方を考えてみましょう。会社

や大学で日常的な研究経過報告に用いた

図表が多々あると思います。包装学は実

学ということから、理論というより実験

事実の積み上げの方が多いと仮定して話

を進めます。 

実験データを（a）すでに知られている

事実と同じものと、（b）すでに知られてい

る事実と異なるものとに大きく 2 つに分

類してみましょう。後者の（b）があれば

論文になります。全て（b）である必要は

なく、（a）と（b）を組み合わせても大丈

夫です。ただし（a）しかない場合は論文

にはなりません。ここから（b）があると

して話を進めます。 

現在、誰も着手していない未開の研究

分野はありません。必ず先行研究があり

ます。すでに論文になっている研究と比

較しながら自身の行った研究を説明する

ようにすると、論文のストーリーが作り

易いかもしれません。 

論文は、「その論文で何を主張したいの

ですか？」を明確にして論じる必要があ

ります。一番アピールできる点が論文の

柱となるものであり、その論文で主張す
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新商品の宣伝では「当社比○○％アッ

プ」などと、従来品に比べてある性能が良

くなったことをアピールしています。す

でに論文になっている研究と比較して良

くなった特性や今までと異なる挙動、従

来の理論の拡張など、何かアピールでき

る点を 1 つ選びましょう。そしてこのア

ピールできる点がわかる図か表を 1 つ選

んでください。 



るオリジナリティとなります。 

ここで注意点があります。せっかく実

験したんだから、もったいないからとあ

れもこれもと実験データを詰め込んで発

表しようと思わないことです。論点がぼ

やけてしまい、何を言いたいのかが読者

に伝わらなくなるからです。あれもこれ

もと言いたいことがある場合は、論点ご

とに独立させてその数だけ論文を作成す

るのが好ましいです。その後、公開された

いくつもの論文を合体させると「総説」と

なります。 

さて、ここまでで論文の柱となる図か

表を 1 つ選ぶことができました。

5. 結果と考察のストーリーをどうやって作れ

ばよいのかがわからないのですが… 

結果と考察のストーリーの作り方はい

ろいろとあります。まずストーリーの構

成を決めるのがよいと思います。シンプ

ルな方法を 1 つご紹介します。

すでに論文の柱を決めました。コース

料理のコースメニューをイメージしてみ

てください。図と表を料理と見立ててみ

ましょう。メインディッシュを基にコー

ス料理を考えて、コースメニューが出来

上がります。ここでのメインディッシュ

は、論文の柱です。掲載できる図や表の合

計が 8 つとしていますので、料理数は 8 品

となります。 

アピールしたいことが一目でわかる図

か表がメインディッシュです。例えば選

んだのが図だったとします。1 品確定です。 

次にメインの図とつながりがある図や

表を 7 つ選んでみましょう。くどいよう

ですがつながりがある実験データが載っ

ているものだけ選んでください。際立っ

た実験データだとしても、メインの図と

関係していなければ選んではいけません。

そうしませんと前述しましたように論点

がぼやけてしまうからです。 

ここまでで図と表が 8 つ決まりました。

この 8 つをコース料理のように並べてみ

ましょう。そしてコースメニューのよう

に、コース名（論文の仮タイトル）と各料

理名（結果と考察の項目の仮サブタイト

ル）を付けてみましょう。2 つ、3 つ組み

合わせて 1 つの料理とする場合があるよ

うに、図や表を 2 つ、3 つ組み合わせて 1

つの項目とし、サブタイトルを付けても

よいです。またこの過程で、図や表を分割

したり、逆に合体させたりしてもよいで

す。項目立ては目次の作成のようなもの

です。まずはストーリーの構成を確定さ

せることに集中しましょう。 

1 つの図や表に対して文字数を 3/4 ペ

ージ割り振ってみると、結果と考察の 8 ペ

ージ内で各項目に使用できるページ数の
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目安が決まります。これらの情報は表２

のように整理してみるとよいでしょう。

サブタイトルごとに、図の数、表の数、文

章量の目安を明確にしておくというもの

です。 

さて、論文構成とページ割が決まり、論

文全体の配分バランスを整えることがで

きました。言い換えると「あなたが書く論

文のテンプレート」ができたということ

です。あとはこのテンプレートに従って

文章を入力していくだけで、論文として

の体裁が整うということです。 

この段階で、もう一度、公開されている

情報を再検索しておくのがよいでしょ

う。研究を始めるときにすでに行ってい

るはずですが、それから時が流れていま

す。自分が論文で主張したいメインディ

ッシュが、まだ誰も公表していないこと 

表２  日本包装学会誌一般論文の結果と考

察 8 ページでの図表の割り振りの例  

サブタ

イトル

図 の

数 

表 の

数 

文章量の目

安のページ

数 

△△△

の影響 
1 1 1 + 1/2 

□□□

の効果 
1 2 2 + 1/4 

○○〇

の関係 
2 1 2 + 1/4 

を再確認する必要があります。それと同

時に、論文で引用する「他の人が考えたこ

とや見つけたこと」の原文のコピーを入

手しておくと、後ほど参考文献の項目を

作成するときに便利です。 

6. 文章を書くコツのようなものはあり

ますか… 

「ここまで読んでみましたが、あとは

テンプレートに文章を入力するだけです

と言われても、まだ自分で書いたことが

ないので何かコツみたいなものはありま

すか」というように思われているのでは

ないでしょうか。当然ですが、論文は体裁

が整っていればよいわけではなく、内容

が最も重要です。 

卒業論文や修士論文、学部生の実験科

目のレポートを書くときに「客観的に書

きなさい」と指導を受けたのではないで

しょうか。また「である調」を用います。 

論文も同じです。そして論文の主題に

対し、実験事実を正しく説明し、その事実

から何が導き出されるのかを根拠を示し

ながら論じていくものです。根拠となる

ものはメインディッシュを柱とした図表

と参考文献です。高等学校で学んだ数学

では、証明問題を順序だてて解いていき

ました。これと同じような感覚で、論文で

は論理的な文章のつながりを意識すると

よいでしょう。 

－ 370 －

論文執筆の心得 

～ 日本包装学会誌の論文の書き方のいろは ～ 



文章を書いていく順番は人によって異

なると思います。本解説は実験データが

十分ある状況と仮定して話を進めていま

す。ここで私のやり方をご紹介します。私

は緒言と結論から書いていきます。最初

に Q（問い）と A（答え）を明確化すると

いうものです。緒言で Q（問い）を、結論

で A（答え）を示して、「その論文で何を

主張したいのですか？」がぶれないよう

にします。 

次に実験項、そして結果と考察に進み

ます。同時に参考文献を入力していきま

す。結果と考察において Q（問い）に対し

て A（答え）をどのように導いていったの

かを論じていきます。ここで表２のテン

プレートが生きてきます。 

これが終わった後に要旨を作成し、論

文タイトルとサブタイトルが適切かどう

かを再度精査して確定させます。論文の

体裁はテンプレートに従っていればよい

バランスになっていますので、心配しな

くても大丈夫です。

私は、最後に投稿する雑誌の様式を整

えていきます。「執筆要項」に基づく様式

調整は煩わしい作業です。論文を書きな

がらその都度様式を確認すると集中力が

途切れやすいため、論文内容の充実を優

先し、最後に一括して様式を整えていま

す。色々と試してみたところ、これが私の

性格にあった進め方でした。様式調整は

性格が出ますので、自分に合ったやり方

を見つけるのがよいと思います。 

また、「文章を寝かせる」ということも

大学で学んだと思います。論文も数日お

いてから原稿を推敲するとよいです。そ

して完成した原稿を投稿して終わりです。 

7. おさらいをしてみましょう…

最後に今までの内容を 8 つのステップ

としてまとめてみます。 

ス テ ッ プ

１

「自分も論文を書いてみ

ようかな～」という前向

きな気持ちを持つ 

ス テ ッ プ

２

「投稿規定」と実際に公

開されている論文をもと

に、表１のようなページ

割の目安をつける 

ス テ ッ プ

３

論文で使用する図表を決

め、表２のようにサブタ

イトルごとに割り振る

ス テ ッ プ

４

ワードファイルに表１と

表２の項目と割り当てペ

ージ数を入力し、あなた

が書く論文のテンプレー

トを作る
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ス テ ッ プ

５

テンプレートに沿って文

章を入力していく 

ス テ ッ プ

６

テンプレートに入力した

文章を「執筆要項」に従

って様式調整する 

ス テ ッ プ

７

数日文章を寝かせてから

推敲する

ス テ ッ プ

８ 

完成原稿を投稿する 

8. おわりに

論文を書くイメージがつかめましたで

しょうか。カーナビやスマホの道案内の

ようなランドマークごとにどうしたらよ

いのかをできるだけかみ砕いてまとめた

つもりです。「意外と簡単そうじゃん」、

「ハードル低そう」、「自分も論文を書い

てみようかな～～～」ぐらいの気持ちを

持たれた人がいたら大変嬉しいです。人

は何かの「きっかけ」で動き始める場合も

あります。本特集号を読んだこの機会に

論文を書いてみませんか。 

あなたならできます！

（原稿受付 2023 年 10 月 23 日）  
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